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本
会
加
盟
の
五
十
八
の
宗
派
、
三
十
五
の

都
道
府
県
仏
教
会
、
九
の
仏
教
系
団
体
の
御

推
挙
を
賜
り
、
昨
年
一
月
よ
り
本
会
の
第
二

十
五
期
理
事
長
と
し
て
格
別
な
御
協
力
を
い

た
だ
き
、
大
過
な
く
前
半
の
一
年
を
つ
と
め

さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
二
月
十
二
日
の
理
事
会
・
評
議
員
会

で
、
平
成
十
五
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

等
の
諸
事
項
を
御
承
認
い
た
だ
き
、
今
期
後

半
の
事
業
推
進
の
決
意
を
あ
ら
た
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
り
一
層
の
御

協
力
を
御
願
い
い
た
し
た
く
、
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

世
界
的
な
大
変
動
の
中
、
国
内
に
お
い
て

は
宗
教
団
体
や
宗
教
者
に
対
す
る
諸
問
題
が

種
々
提
起
さ
れ
、
宗
教
離
れ
や
寺
離
れ
の
進

む
一
方
、
国
家
や
社
会
よ
り
宗
教
法
人
の
存

在
意
義
や
公
益
性
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
様
相

を
呈
し
て
い
ま
す
。

国
家
政
策
変
更
の
一
端
で
あ
る
国
立
戦
没

者
追
悼
・
平
和
祈
念
新
施
設
の
在
り
方
、
教

育
基
本
法
の
在
り
方
、
公
益
法
人
さ
ら
に
は

宗
教
法
人
制
度
の
改
革
、
課
税
強
化
へ
の
可

能
性
等
、
仏
教
界
に
と
り
重
要
な
関
連
諸
問

題
が
、
次
々
と
お
し
寄
せ
て
き
て
い
る
の
で

あ
り
ま
す
。
又
海
外
に
お
い
て
は
、
民
族
・

宗
教
・
政
治
等
の
違
い
か
ら
起
こ
る
悲
惨
な

争
い
が
、
世
界
の
各
地
で
絶
え
間
な
く
繰
り

返
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
多
く
の
諸
問
題
に
対
し
、
事
務
総

局
に
て
情
報
資
料
等
を
収
集
整
理
し
、
各
専

門
・
特
別
委
員
会
や
理
事
・
評
議
員
会
に
お

い
て
慎
重
審
議
を
願
っ
た
結
果
を
、
平
和
声

明
・
政
策
要
請
等
と
し
て
各
関
係
機
関
へ
発

表
提
出
す
る
と
共
に
、
具
体
的
な
要
望
行
動

に
移
す
な
ど
鋭
意
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
各
加
盟
団
体
の
さ
ら
な
る
意
志
疎

通
を
は
か
る
た
め
に
、
広
報
を
拡
充
し
、
綿

密
な
諸
会
議
の
開
催
や
事
業
の
協
力
体
制
充

実
を
め
ざ
し
、
役
員
・
財
政
等
を
手
始
め
に
、

本
会
の
機
構
･
事
業
に
対
す
る
見
直
し
作
業

を
す
す
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、
各
加
盟
団

体
が
宗
派
や
団
体
の
規
模
・
特
色
等
の
違
い

を
の
り
こ
え
、
よ
り
一
丸
と
な
り
、
和
合
一

如
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
思
い
ま
す
。
そ

の
和
合
の
結
集
に
よ
っ
て
こ
そ
、
多
く
の
諸

問
題
に
対
応
し
、
全
国
寺
院
の
布
教
活
動
の

環
境
を
整
え
、
仏
教
界
が
社
会
に
対
し
利
他

の
役
割
を
今
以
上
十
二
分
に
果
た
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
と
信
ず
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
こ
そ
が
、
本
会
の
目
的
で
あ
る
全

一
仏
教
運
動
の
推
進
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
大
切
な
一
年
微
力
な
が
ら
精
進
努
力
し

て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
卒

倍
旧
の
御
指
導
、
御
鞭
撻
の
程
切
に
御
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

合
　
掌

平
成
十
五
年
度
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て

諸
問
題
へ
の
対
応
に
向
け
、進
一
歩
の
結
集
を

財団法人　全日本仏教会

理事長森 和久

ご
挨
拶
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二
月
十
二
日
、
午
後
六
時
か
ら
東
京
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
恒
例
の
新
年
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
た
。
各
加
盟
団
体
、
本
会
関
係
の
諸
団

体
、
現
職
国
会
議
員
十
数
名
を
含
め
約
二
百

名
が
参
加
し
盛
会
で
あ
っ
た
。

大
谷
光
真
会
長
の
挨
拶
の
後
、
新
田
邦
夫

日
本
宗
教
連
盟
理
事
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
成

田
有
恒
新
副
会
長
よ
り
就
任
の
ご
挨
拶
が
あ

っ
た
。
続
い
て
粕
川
鐵
禅
副
会
長
の
発
声
で

乾
杯
を
行
な
い
会
食
に
移
っ
た
。

参
加
者
は
、
終
始
和
や
か
に
交
流
を
深
め
、

森
和
久
理
事
長
の
挨
拶
を
も
っ
て
お
開
き
と

な
っ
た
。

全
日
本
仏
教
会
は
、
現
在
の
緊
張
を
は

ら
ん
だ
国
際
情
勢
を
鑑
み
、
仏
教
者
の
立

場
か
ら
非
戦
・
平
和
を
願
う
意
見
書
を
二

月
十
四
日
に
表
明
し
た
。
そ
し
て
、
広
く

関
係
諸
国
や
我
が
国
の
諸
機
関
に
送
付
し

た
。ま

た
、
二
月
二
十
日
比
叡
山
で
行
な
わ

れ
た
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
主
催
に
よ
る

イ
ラ
ク
危
機
の
『
平
和
解
決
を
願
う
緊
急

集
会
』
に
も
参
加
し
、
声
明
文
を
採
択
し

世
界
平
和
を
祈
っ
た
。

挨拶する大谷光真会長

「
日
本
仏
教
者
の
非
戦
・

平
和
へ
の
願
い
」表
明

日
本
仏
教
者
の
非
戦
・
平
和
へ
の
願
い

人
類
は
今
ま
で
長
い
歴
史
の
中
で
数
多
く
の
戦
い
を
繰
り
返
し
、
戦
火
の

中
で
多
く
の
人
々
が
悲
惨
な
死
を
と
げ
、
更
に
は
、
後
に
残
さ
れ
た
人
々
が

悲
し
み
の
奈
落
に
突
き
落
さ
れ
る
と
い
う
悪
循
環
を
絶
え
間
な
く
繰
り
返
し

て
き
ま
し
た
。

今
日
、
二
十
一
世
紀
を
迎
え
、
全
世
界
の
人
々
が
民
族
・
政
治
・
宗
教
等

の
違
い
を
乗
り
越
え
、
互
い
に
理
解
し
あ
い
、
対
話
と
協
調
に
よ
る
平
和
共

存
を
目
指
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し

今
ま
さ
に
世
界
は
、
危
険
な
武
器
の
保
有
が
危
惧
さ
れ
、
ま
た
武
力
が
行
使

さ
れ
て
多
く
の
貴
重
な
人
命
が
失
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
機
に
直

面
し
て
い
ま
す
。

釈
尊
は
、
勝
ち
負
け
の
世
界
に
縛
ら
れ
て
い
る
の
は
、
相
手
と
自
分
に
対

す
る
と
ら
わ
れ
の
心
を
超
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
、
結
局
、
果
て
し
な
い
対
立

や
苦
悩
に
つ
な
が
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
捨
て
ね
ば
な
ら
な
い
と
強

調
さ
れ
ま
し
た
。
従
っ
て
、
人
を
殺
す
こ
と
や
武
力
の
否
定
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
怨
み
を
い
だ
か
ず
、
戦
わ
ず
と
い
う
立
場
は
、
釈
尊
に
と
っ

て
当
然
の
選
択
だ
っ
た
の
で
す
。

仏
教
の
究
極
の
目
標
は
こ
の
世
の
す
べ
て
の
事
象
を
「
縁
起

え

ん

ぎ

・
空く

う

」
と
覚

る
こ
と
で
す
。
す
べ
て
の
い
の
ち
を
大
切
に
し
、
相
手
と
自
分
に
対
す
る
と

ら
わ
れ
を
超
え
、
違
っ
た
も
の
同
士
が
手
を
取
り
合
っ
て
生
き
る
よ
う
に
努

め
る
。
こ
れ
が
仏
教
に
よ
っ
て
平
和
を
実
現
す
る
際
の
基
本
理
念
で
す
。
ま

さ
に
共
存
・
共
生
の
思
想
で
す
。

私
た
ち
仏
教
徒
は
、
今
こ
そ
過
去
の
悲
し
い
お
ろ
か
な
歴
史
を
繰
り
返
す

こ
と
の
な
い
よ
う
、
釈
尊
の
智
慧
と
和
合
の
精
神
に
立
ち
返
る
た
め
全
力
を

尽
く
し
て
、
全
人
類
の
連
帯
に
向
け
、
叡
智
あ
る
外
交
努
力
を
傾
注
す
る
こ

と
が
、
当
面
、
緊
要
の
課
題
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

以
上
の
点
か
ら
全
日
本
仏
教
会
は
、
釈
尊
の
教
え
を
奉
じ
る
者
と
し
て
、

平
和
へ
の
願
い
を
新
た
に
し
、
全
世
界
に
向
け
強
く
非
戦
・
平
和
の
希
求
を

訴
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

二
〇
〇
三
年
　
二
月
十
四
日

財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

理
事
長
　
森
　
　
和
　
久

新
年
懇
親
会

開
か
れ
る

比叡山で行われた「平和解決を願う緊急集会」
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本
会
の
理
事
会
・
評
議
員
会
が
、
去
る
二

月
十
二
日
午
後
二
時
半
か
ら
、
東
京
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
会
議
で
は
平
成

十
五
年
度
の
事
業
計
画
案
や
収
支
予
算
案
等

が
審
議
さ
れ
た
。

評
議
員
会

議
長
に
萩
野
映
明
師
、
議
事
録
署
名
人
に

池
貝
弘
禅
、
上
村
映
雄
の
両
師
を
選
出
し
、

議
事
に
入
っ
た
。

●
議
案
第
一
号
「
理
事
の
変
更
に
つ
い
て
承

認
を
求
め
る
件
」

萩
野
議
長
よ
り
上
程
。
櫻
井
総
務
部
長
が

説
明
。
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

●
議
案
第
二
号
「
平
成
十
四
年
度
補
正
予
算

（
案
）
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

萩
野
議
長
よ
り
上
程
。
宮
川
財
務
部
長
が

説
明
。
賛
成
の
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

●
議
案
第
三
号
「
平
成
十
五
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

萩
野
議
長
よ
り
上
程
。
櫻
井
総
務
部
長
よ

り
説
明
。
賛
成
の
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

●
議
案
第
四
号
「
平
成
十
五
年
度
収
支
予
算

（
案
）
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

萩
野
議
長
よ
り
上
程
。
宮
川
財
務
部
長
よ

り
説
明
。
賛
成
の
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

●
議
案
第
五
号
「
副
会
長
推
戴
承
認
の
件
」

萩
野
議
長
よ
り
上
程
。
大
谷
博
通
副
会
長

推
戴
委
員
会
副
委
員
長
が
、
二
條
恭
仁
子
副

会
長
の
ご
逝
去
に
伴
い
副
会
長
推
戴
委
員
会

が
組
織
さ
れ
た
経
過
、
十
二
月
三
日
の
委
員

会
で
（
社
）
日
本
仏
教
保
育
協
会
名
誉
会
長

の
成
田
有
恒
師
が
副
会
長
に
推
挙
さ
れ
た
こ

と
を
報
告
。
櫻
井
総
務
部
長
が
十
二
月
三
日

の
常
務
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
報

告
。
承
認
さ
れ
た
。

●
議
案
第
六
号
「
評
議
員
数
削
減
の
承
認
の

件
」

萩
野
議
長
が
上
程
。
櫻
井
総
務
部
長
が
経

過
を
説
明
。
意
見
交
換
の
後
、
現
寄
付
行
為

の
規
定
内
で
、
次
期
よ
り
最
終
的
に
評
議
員

が
各
加
盟
団
体
か
ら
一
名
に
な
る
よ
う
調
整

す
る
こ
と
で
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
今
後
、
現

状
に
合
わ
せ
た
寄
付
行
為
の
改
訂
・
機
構
改

革
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

理
事
会

森
和
久
理
事
長
を
議
長
に
議
事
録
署
名
人

に
、
安
藤
正
晃
、
酒
井
文
雄
の
両
師
を
選
出

し
議
事
に
入
っ
た
。

●
議
案
第
一
号
「
常
務
理
事
の
変
更
に
つ
い

て
承
認
を
求
め
る
件
」

森
議
長
よ
り
上
程
。
櫻
井
総
務
部
長
が
説

明
。
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

●
議
案
第
二
号
「
平
成
十
四
年
度
補
正
予
算

（
案
）
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

森
議
長
よ
り
上
程
。
宮
川
財
務
部
長
が
説

明
。
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

●
議
案
第
三
号
「
平
成
十
五
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

森
議
長
よ
り
上
程
。
櫻
井
総
務
部
長
よ
り

説
明
。
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

●
議
案
第
四
号
「
平
成
十
五
年
度
収
支
予
算

（
案
）
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

森
議
長
よ
り
上
程
。
宮
川
財
務
部
長
よ
り

説
明
。
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

●
議
案
第
五
号
「
副
会
長
推
戴
承
認
の
件
」

森
議
長
よ
り
上
程
。
承
認
さ
れ
た
（
評
議

員
会
の
項
参
照
）

●
議
案
第
六
号
「
評
議
員
数
削
減
承
認
の
件
」

森
議
長
よ
り
上
程
。
承
認
さ
れ
た
（
評
議

員
会
の
項
参
照
）

●
議
案
第
七
号
「
理
事
会
公
開
承
認
の
件
」

森
議
長
よ
り
上
程
。
櫻
井
総
務
部
長
が
内

規
（
案
）
に
基
づ
き
説
明
。
内
規
再
考
の
余

地
あ
る
が
公
開
に
関
し
て
は
承
認
さ
れ
た
。

●
議
案
第
八
号
「
主
事
退
職
に
と
も
な
う
新

主
事
採
用
の
件
」

森
議
長
よ
り
上
程
。
櫻
井
総
務
部
長
よ
り

説
明
。
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

協
議
事
項

（
理
事
会
・
評
議
員
会
）

●
「
対
イ
ラ
ク
武
力
行
使
に
関
す
る
本
会
の

対
応
に
つ
い
て
」

小
林
事
務
総
長
が
説
明
。
意
見
交
換
の
後
、

平
和
を
願
う
観
点
か
ら
本
会
と
し
て
早
期
に

理
事
会
・
評
議
員
会
開
催
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意
見
表
明
を
行
う
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。

報
告
事
項

（
理
事
会
・
評
議
員
会
）

ï
臨
済
宗
天
龍
寺
派
退
会
及
び
真
宗
興
正
派

退
会
申
し
出
の
件

小
林
事
務
総
長
が
経
過
を
報
告
。
両
団
体

に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
復
帰
と
慰
留
に
努
め
て

い
く
旨
説
明
が
な
さ
れ
た
。

ñ
広
報
拡
充
方
針
に
つ
い
て

櫻
井
総
務
部
長
、
壽
山
社
会
部
長
が
説
明
。

国
際
的
に
正
式
に
認
め
ら
れ
た
仏
旗
の
普
及

に
努
め
て
い
る
現
況
。
封
筒
等
の
デ
ザ
イ
ン

を
一
新
す
る
点
。
ま
た
そ
こ
に
あ
し
ら
わ
れ

て
い
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
作
成
意
図
が
説

明
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。

ま
た
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
全
仏
誌
を
四

月
号
よ
り
刷
新
、
加
盟
団
体
機
関
誌
に
全
仏

の
活
動
報
告
記
事
の
掲
載
協
力
要
請
を
行
っ

て
い
る
旨
も
報
告
さ
れ
た
。

ó
中
央
教
育
審
議
会
へ
の
宗
教
教
育
に
関
す

る
要
請
の
件

小
林
事
務
総
長
が
経
過
を
報
告
。
三
月
末

に
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
が
出
さ
れ
る
と

い
う
状
況
を
鑑
み
て
、
本
会
と
し
て
理
事
長

主
導
の
下
、
具
体
的
か
つ
迅
速
な
組
織
的
対

応
を
行
う
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。

ò
ル
ン
ビ
ニ
ー
報
告

武
田
昭
英
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
委
員
長
よ

り
、
発
掘
遺
物
の
整
理
・
記
録
・
返
還
作
業

の
終
了
、
な
ら
び
に
ネ
パ
ー
ル
側
が
進
め
て

い
る
マ
ヤ
堂
の
建
設
の
現
況
が
報
告
さ
れ

た
。
今
後
は
報
告
書
の
早
期
刊
行
に
努
力
す

る
旨
も
報
告
さ
れ
た
。

ô
第
二
十
二
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
会
議
マ

レ
ー
シ
ア
大
会
報
告

渡
邊
国
際
文
化
部
長
、
小
島
同
和
推
進
部

長
よ
り
報
告
。
十
二
月
八
〜
十
三
日
ま
で
ク

ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
本
会
か
ら
大

谷
光
真
会
長
、
森
和
久
理
事
長
以
下
四
十
九

名
が
参
加
し
世
界
の
仏
教
徒
と
交
流
を
深
め

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

ö
財
政
検
討
委
員
会
設
置
の
件

宮
川
財
務
部
長
よ
り
昨
年
七
月
二
十
五
日

に
設
置
さ
れ
た
標
記
委
員
会
の
趣
旨
が
説
明

さ
れ
た
。
井
桁
同
委
員
会
副
委
員
長
よ
り
、

①
事
務
所
の
模
様
替
え
、
②
各
種
委
員
会
の

出
向
経
費
の
所
属
加
盟
団
体
負
担
、
③
特
別

会
計
見
直
し
・
整
理
、
④
全
仏
の
財
産
の
安

全
な
管
理
・
運
用
の
検
討
等
に
関
す
る
中
間

答
申
が
報
告
さ
れ
た
。
平
成
十
五
年
度
中
に

最
終
答
申
が
予
定
さ
れ
る
。

õ
各
部
報
告

担
当
部
長
よ
り
現
況
が
報
告
さ
れ
た
。

一
、
文
部
科
学
省
宗
教
法
人
審
議
会
委
員
推

薦
の
件

二
、
（
財
）
日
本
宗
教
連
盟
の
理
事
・
監

事
・
参
議
の
推
薦
の
件

三
、（
財
）
日
本
宗
教
連
盟
主
催
シ
ン
ポ
ジ

本
会
の
常
務
理
事
会
が
、
去
る
二
月
十
七

日
正
午
よ
り
、
明
照
会
館
会
議
室
で
開
催
さ

れ
た
。
森
和
久
理
事
長
を
議
長
に
、
議
事
録

署
名
人
に
西
郊
良
光
、
大
谷
博
通
の
両
師
を

選
出
し
議
事
に
入
っ
た
。

協
議
事
項

一
、「
中
央
教
育
審
議
会
へ
の
対
応
の
件
」

小
林
正
道
事
務
総
長
が
、
先
の
二
月
十
二

日
の
理
事
・
評
議
員
会
で
の
合
意
を
承
け
、

早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
旨
報
告
し
た
。

意
見
交
換
の
後
、
本
件
に
関
す
る
特
別
委

員
会
を
組
織
し
、
各
方
面
に
具
体
的
折
衝
を

行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
第
一
回
の
会
議

を
三
月
十
日
に
開
催
し
、
具
体
的
な
活
動
方

針
を
検
討
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

二
、
意
見
書
「『
日
本
仏
教
者
の
非
戦
・
平

和
へ
の
願
い
』
の
件
」

壽
山
社
会
部
長
よ
り
、
二
月
十
四
日
付
で

各
方
面
へ
標
記
意
見
書
を
配
布
し
た
こ
と
へ

の
報
告
と
共
に
、
二
月
二
十
日
、
比
叡
山
で

開
催
さ
れ
る
、
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ｗ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
主
催
、「
イ
ラ
ク
危
機
の
平
和
解

決
を
願
う
緊
急
集
会
」
で
、
本
会
と
し
て
の

意
見
表
明
と
し
た
い
旨
が
説
明
さ
れ
、
承
認

さ
れ
た
。

ウ
ム
「
い
ま
、
宗
教
教
育
を
考
え
る
―

教
育
基
本
法
第
九
条
の
理
念
と
現
状

―
」
三
月
二
十
七
日
・
東
京
で
開
催

四
、
各
団
体
の
行
事
予
定
案
内

大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
支
援
募
金
会

の
中
間
報
告
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
日
本
仏

教
讃
仰
会
東
京
お
盆
ま
つ
り
、
西
本
願

寺
展
、
空
海
と
高
野
山
展

五
、
国
立
新
追
悼
施
設
に
つ
い
て
の
対
応

本
会
と
し
て
は
「
新
た
な
戦
没
者
の
受

け
皿
と
な
る
施
設
に
は
反
対
」
十
二
月

十
日
、
首
相
宛
要
請
書
提
出

六
、
靖
国
神
社
に
対
す
る
首
相
の
公
式
参
拝
中

止
の
要
請
。
一
月
二
十
一
日
、
首
相
宛
要

請
書
提
出

七
、
公
益
法
人
改
革
に
つ
い
て
の
対
応

行
政
改
革
推
進
本
部
の
議
論
の
進
捗
状
況

を
把
握
し
今
後
迅
速
に
対
応
す
る

八
、
ロ
ー
マ
教
皇
庁
関
係
行
事
参
加
報
告

九
、
ス
リ
ラ
ン
カ
和
平
に
対
す
る
協
力
現
況

十
、
仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
四
月
一
日

成
立
に
向
け
本
会
も
協
力

常
務
理
事
会
開
催
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報告：本会代表団　阿部顕瑞（曹洞宗）

第22回ＷＦＢ世界仏教徒会議マレーシア大会への本会代表団は、大谷光真会長以下、49人で組織された。
今回参加された阿部顕瑞師は、第9回ＷＦＢ世界仏教徒会議マレーシア大会（昭和44年）にも参加された。

以下ご寄稿を掲載する。（文責社会部）

第９回WFB世界仏教徒会議マレーシア大会（昭和44年）
クアラルンプール日本人墓地での記念写真
来馬道断理事長（前列左より７番目）
阿部顕瑞師（２列目左より６番目）

第22回WFB世界仏教徒会議マレーシア大会。クア
ラルンプール日本人墓地での記念写真。大谷光真
会長（前列右より４番目）、森和久理事長（前列右よ
り５番目）、阿部顕瑞師（前列右より６番目）

第22回ＷＦＢ世界仏教徒会議マレーシア大会

開
会
式
前
日
十
二
月
九
日
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
セ
ラ

ン
ゴ
ー
ル
地
域
セ
ン
タ
ー
と
の
懇
親
昼
食
会

の
後
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
日
本
人
墓
地
に

移
動
し
追
悼
法
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

南
国
の
午
後
は
非
常
に
暑
く
、
日
本
人
墓

地
の
門
柱
に
は
、
一
八
九
一
年
（
明
治
三
〇

年
）
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
墓
地
に
は
、

か
ら
ゆ
き
さ
ん
や
邦
人
男
性
労
働
者
、
セ
レ

ン
バ
ン
、
バ
ト
ゥ
パ
ハ
、
ア
ロ
ー
ス
タ
等
で

の
戦
死
者
の
共
同
墓
地
、
旧
陸
軍
兵
士
の
墓

や
い
く
つ
か
の
部
隊
の
慰
霊
塔
な
ど
が
あ

り
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
日
本
人
会
の
人
々

に
守
ら
れ
、
祀
ら
れ
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま

し
た
。

ま
た
、
約
二
十
年
程
前
か
ら
、
現
地
の
日

本
人
学
校
が
生
徒
の
教
育
活
動
の
一
環
と
し

て
墓
地
清
掃
を
行
な
い
、
清
掃
が
い
き
届
き

と
て
も
健
や
か
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

墓
地
内
の
慰
霊
塔
前
で
、
大
谷
光
真
会
長

導
師
の
下
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
方
々
が

中
心
と
な
り
追
悼
法
要
が
営
な
ま
れ
、
炎
天

下
時
間
を
忘
れ
て
全
員
で
読
経
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
墓
地
内
の
吉
隆
寺
の
仏
前
で
、

森
和
久
理
事
長
を
中
心
に
曹
洞
宗
の
方
々
が

読
経
し
ま
し
た
。

や
が
て
堂
内
の
大
き
な
写
真
を
見
る
と
、

何
と
昭
和
四
十
四
年
四
月
、
第
九
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ

世
界
仏
教
徒
会
議
マ
レ
ー
シ
ア
大
会
の
際
行

な
わ
れ
た
日
本
人
墓
地
で
の
追
悼
法
会
の
記

念
の
集
合
写
真
で
あ
り
ま
し
た
。
来
馬
道
断

理
事
長
以
下
三
十
七
人
の
代
表
が
こ
の
地
で

追
悼
法
会
を
営
み
、
日

本
人
会
の
人
々
が
喜
び
、

感
謝
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
思
い
出
し
、
詳
細
に

大
谷
会
長
や
皆
様
に
説

明
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
も
日
本
人
会
の

人
々
の
喜
び
は
極
め
て

大
き
な
も
の
で
あ
っ
た

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

三
十
三
年
前
を
偲
ん
で
感
激
は
、
非
常
に
深

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

翌
日
は
、
シ
ャ
ー
ラ
ム
・
グ
ラ
ン
ド
ブ
ル

ー
ウ
エ
ー
ブ
ホ
テ
ル
で
今
大
会
の
開
会
式
が

行
な
わ
れ
、
そ
の
後
、
ペ
ナ
ン
島
に
移
動
し

寝
釈
迦
仏
寺
院
な
ど
参
拝
し
ま
し
た
。
寝
釈

迦
仏
寺
院
は
、
堂
内
に
十
数
メ
ー
ト
ル
の
寝

釈
迦
仏
が
あ
り
、
壇
の
下
に
は
数
千
の
預
骨

が
安
置
さ
れ
お
盆
や
命
日
に
は
、
多
く
の
参

拝
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
戻
り
、

最
後
の
夕
食
を
皆
様
と
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
谷
会
長
様
は
じ
め
一
人
の
事
故
も
な
く

皆
様
と
快
く
共
に
過
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と

厚
く
感
謝
致
し
ま
す
。

合
　
掌

クアラルンプール日本人墓地
追悼法会 厳修

追悼法会の導師を務める
大谷光真会長



●
お
願
い

本
誌
発
送
先
変
更
の
場
合
、
事
務
局
ま
で
、

ご
一
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
林
慶
存
師
（
全
仏
評
議
員
）

三
月
七
日
遷
化
　
八
十
一
歳

天
台
寺
門
宗
宗
務
総
長
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二
月
七
日
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
真

言
宗
豊
山
派
宗
務
庁
で
、
各
加
盟
団
体
責

任
者
二
十
団
体
五
十
名
の
参
加
の
下
、
本

会
主
催
第
十
四
回
加
盟
団
体
責
任
者
同
和

研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

講
師
に
和
田
献
一
氏
（
部
落
解
放
同
盟

栃
木
県
連
合
会
委
員
長
）
を
迎
え
、
人
権

と
同
和
行
政
を
中
心
に
こ
れ
か
ら
の
人
権

問
題
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
た
。

今
般
、
世
の
中
で
人
権
問
題
が
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
人
権
と
は
、

「
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、
生
命
に

対
す
る
固
有
の
権
利
を
有
す
る
」
こ
と
で

あ
る
が
、
子
供
の
虐
待
・
高
年
齢
者
へ
の

人
権
侵
害
・
夫
婦
の
暴
力
等
と
い
っ
た
問

題
が
突
起
し
て
い
る
。

和
田
氏
は
、
一
つ
に
日
本
社
会
の
社
会

基
盤
の
機
軸
が
変
化
し
、
伝
統
・
し
き
た

り
・
道
徳
等
を
重
ん
じ
、
お
互
い
が
助
け

合
う
農
村
型
社
会
（
共
同
体
）
か
ら
、
個

を
中
心
と
し
た
都
市
型
社
会
へ
の
移
行
を

指
摘
し
た
。

今
後
、
共
同
体
が
果
た
し
て
き
た
役
割

に
代
わ
り
、
社
会
の
機
軸
に
な
る
の
は
人

権
思
想
で
あ
り
「
人
権
教
育
に
よ
る
抑
制

機
能
と
し
て
の
人
権
」
が
機
能
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
い
た
。

例
え
ば
、
一
九
九
四
年
松
本
サ
リ
ン
事

件
で
は
、
警
察
・
マ
ス
コ
ミ
・
世
間
が
個

人
を
攻
撃
し
、「
推
定
無
罪
の
原
則
」（
人

権
概
念
）
と
い
う
理
性
的
英
知
が
機
能
し

な
か
っ
た
。「
チ
ョ
ッ
ト
待
て
、
人
権
」

と
い
う
個
々
の
抑
制
機
能
と
し
て
の
人
権

と
、
個
人
の
尊
厳
と
し
て
の
人
権
の
確
立

が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
人
権
を
「
社
会

の
共
通
資
本
」
と
し
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

聴
衆
は
、
身
近
な
問
題
だ
け
に
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
た
。

二
月

（
十
一
〜
二
十
八
日
）

十
二
日

理
事
会
・
評
議
員
会

新
年
懇
親
会

十
三
日

全
日
本
仏
教
青
年
会
全
国
大
会

出
席

法
律
相
談
室

十
四
日

「
日
本
仏
教
者
の
非
戦
・
平
和

へ
の
願
い
」
発
表

十
七
日

局
内
会
議

常
務
理
事
会

二
十
日

イ
ラ
ク
危
機
緊
急
集
会
出
席

二
十
五
日
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
総
会

出
席

二
十
七
日

法
律
相
談
室

二
十
七
〜
二
十
八
日

人
権
啓
発
研
究
集
会
出
席

三
月

（
一
〜
十
日
）

三
日

自
由
民
主
党
と
懇
談
会

仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
企
画
委
員
会
出
席

四
日

日
宗
連
幹
事
会

局
内
改
修
打
合
せ
会
議

七
日

ペ
ル
ー
総
領
事
懇
親
会
出
席

十
日

東
京
都
春
季
慰
霊
大
法
要
参
列

宗
教
教
育
推
進
特
別
委
員
会
　

事
務
総
局
録
事無料法律

相談室
長谷川正浩本会顧問弁護士によ
る無料法律相談を毎月第二、第
四木曜日の午後開催しておりま
す。本会事務総局03（3437）9275
へ事前予約の上おいで下さい。

第
十
四
回
加
盟
団
体
責
任
者
同
和
研
修
会

『
人
権
・
同
和
行
政

〜
人
権
文
化
の
創
造
を
め
ざ
し
て
〜
』

講師の和田献一氏

【
訂
正
】

前
号（
四
八
六
号
）最
終
ペ
ー
ジ
の
人
事
就
任
・
退
任
欄
に

於
て
、
本
会
評
議
員
を
退
任
さ
れ
た
安
好
和
人
師（
鳥
取
県

仏
教
連
合
会
）を
安
井
昭
雄
師
と
誤
っ
て
記
載
致
し
ま
し
た
。

正
　
退
任
　
安
好
和
人（
鳥
取
県
仏
教
連
合
会
）

誤
　
退
任
　
安
井
昭
雄（
鳥
取
県
仏
教
連
合
会
）

尚
、
安
井
昭
雄
師
は
島
根
県
仏
教
会
よ
り
本
会
評
議
員

に
御
出
向
さ
れ
、
引
き
続
き
評
議
員
と
し
て
ご
尽
力
頂
戴

し
て
お
り
ま
す
。

謹
ん
で
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
と
共
に
、
不
手
際
に
よ
り

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
、
関
係
各
位
に
心
よ
り
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

哀
悼



二
〇
〇
三
年
四
月
一
日
発
行

四
月
号
　
第
四
八
七
号

発
行
人
　
小
林
正
道
　
　
発
行
所
　
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会
　
〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四
　
電
話
〇
三
（
三
四
三
七
）
九
二
七
五
　
　U

R
L:http://w

w
w
.jbf.ne.jp

TOPICS


